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石
塔
は
径
10
ｍ
ば
か
り
の
円
墳
状
の
高
ま
り
上
に
造
立
さ
れ
て
お
り
、

高
さ
2.02
ｍ
、
相
輪
の
一
部
を
欠
く
ほ
か
は
完
存
し
、
町
内
で
は
大
型
の
優

品
で
す
。
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
、
同
所
に
散
在
す
る
五
輪
塔
（
高

さ
1.33
ｍ
）
と
と
も
に
大
田
庄
桑
原
方
地
頭
に
関
連
を
も
つ
石
塔
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

下
津
屋
十
二
坊
に
つ
い
て
は
、
嘉
禄
元
（
一
二
二
五
）
年
と
推
定
さ
れ

る
三
善
康
連
書
状
の
中
に
、
「
下
津
屋
光
延
宅
の
事
。
彼
の
下
津
屋
は
、

往
古
よ
り
、
地
頭
氏
寺
に
候
…
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
下
津
屋
は
先
の

地
頭
橘
氏
の
菩
提
寺
が
あ
り
、
氏
神
と
し
て
の
出
雲
神
社
（
六
社
権
現
）

も
祀
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
塔
は
、
先
の
地
頭
橘
氏
の
後
を
継
い
だ
桑
原
方
地
頭
三
善
氏
に
関
連

す
る
石
塔
群
と
推
定
さ
れ
、
付
近
に
は
十
二
坊
（
十
二
箇
寺
）
に
関
わ
る

坊
名
が
伝
え
ら
れ
、
下
津
屋
山
一
帯
に
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代

前
期
頃
の
五
輪 

塔
な
ど
の
残
欠 

群
が
た
く
さ
ん 

散
在
し
て
い
て
、 

往
時
の
繁
栄
を 

物
語
っ
て
い
ま 

す
。 
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横
坂
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日
指
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県
道
吉
舎
三
和
線
で
長
田
横
坂
に
急
カ
ー
ブ
の
所
が
あ
り
、
そ
こ
を
少

し
下
り
る
と
馬
洗
川
に
か
か
る
橋
が
あ
り
ま
す
。
渡
っ
て
す
ぐ
の
川
沿
い

に
100
ｍ
下
っ
て
行
く
と
、
樹
高
20
ｍ
，
株
元
周
囲
5.2
ｍ
の
カ
シ
（
ウ
ラ

ジ
ロ
ガ
シ
・
ブ
ナ
科
）
の
大
樹
が
あ
り
ま
す
。 

秋
に
は
ド
ン
グ
リ
の
実
を
実
ら
せ
、
ド
ン
グ
リ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

町
内
に
は
こ
の
ほ
か
、
宇
津
戸
領
家
八
幡
神
社
の
社
叢
（
県
天
然
：
ツ

ク
バ
ネ
ガ
シ
を
中
心
と
し
た
樹
林
）
、
赤
屋
八
幡
神
社
の
社
叢
（
県
天
然
：

シ
ラ
カ
シ
を
中
心
と
し
た
樹
林
）
が
あ
り
ま
す
。 

 

 


